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前発表（2019 年春の年会）では、非常事態に対応する活動に導入したインシデントコマンドシステム（ICS）

の習熟のためのツールのひとつとして、NTS 訓練（たいかん訓練）の有効性について論じた。そこで本研究

では、NTS 訓練要素を取り入れた自主防災訓練にて ICS 習熟を試行した結果を報告する。 
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1. はじめに 

東日本大震災以降，緊急時対応の充実が求められており、2016 年 3 月に閣議決定で示された「災害対策充

実に向けた考え方」を踏まえ，一部の事業者では，インシデントコマンドシステム（ICS）を取り入れた指揮

命令系統を導入している 1)。初動時に求められる ICS 行動計画 6 項目（以下、ICS 項目;「体制の確立」，「構

内入域制限」，「要員派遣」，「戦略」，「情報伝達」，「対外通報」）と、たいかん訓練 2)で参加者に求める NTS8

分類との関連を整理した結果、対応要員に求める NTS 8 分類のすべてがいずれかの ICS 行動計画項目に関連

づけられており、ICS を効果的に機能させるためのツールとして NTS 訓練は重要との指摘もみられる 3)。そ

こで本研究では、たいかん訓練を拡大した形での独自の訓練カリキュラムを作成・試行し、ICS 項目と訓練で

観察された NTS の関係について報告する。 

2. 方法 

平日日中の 4 ユニット同時発災を想定した自主防災訓練に、たいかん訓練の要素をとりいれた独自の訓練

カリキュラムを現場実務者と協同で作成した。訓練は ICS 習熟と NTS 向上を主要な目的として 2019 年 10 月

に 2 班（1 班あたりの参加者数は約 30 名）で実施された。訓練参加者の行動はビデオカメラで記録した。事

後に 6 名の観察者がビデオ観察によって NTS 行動を抽出した。 

3. 結果 

ICS 項目と訓練で観察された NTS 行動とを関連づけた

結果を表 1 に示す。NTS 行動は，いずれかの ICS 項目に

関連しており、ICS が求める側面（What）を実践するうえ

で、どうすれば「スムースに」「確実に」できるかという

側面(How)を表した行動といえる。このことから、NTS 要

素を備えた訓練は、ICS を効果的に習熟するためのツー

ルとして有効と考えられる。 
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